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法
人
会
は
、「
健
全
な
経
営
、
正
し
い
納
税
、
社
会
に
貢
献
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
す
る
経
営
者
の
団
体
で
す
。
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の
度
の
人
事
異
動
で
、
宇
都
宮
税

務
署
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
猪

瀬
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
任
の
塚
田
署
長
同

様
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
宇
都
宮
法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃

か
ら
法
人
会
活
動
を
通
じ
て
、
税
務
行
政

の
円
滑
な
運
営
に
対
し
ま
し
て
深
い
ご
理

解
と
多
大
な
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
宇
都
宮
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

新
た
な
公
益
法
人
制
度
の
下
、
昨
年
四
月

か
ら
公
益
社
団
法
人
と
し
て
、
そ
の
使
命

を
達
成
す
る
た
め
「
良
き
経
営
者
を
め
ざ

す
も
の
の
団
体
」
と
し
て
、
更
に
公
益
性

の
高
い
、
様
々
な
事
業
活
動
を
展
開
さ
れ

て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
租
税
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
支
部
や
青
年
・
女
性
部
会
が
中
心
と
な

り
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
租
税
教
室
」

や
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
開
催
な
ど
に
積
極
的
に
取
組
ま
れ
、
法

人
会
活
動
の
大
き
な
柱
と
し
て
推
進
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。

　
髙
橋
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
並
び
に
会

員
の
皆
様
の
ご
熱
心
な
取
組
に
深
く
敬
意

を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
公
益
社
団
法
人

と
し
て
の
第
二
年
度
で
あ
り
ま
す
、
二
十

五
年
度
も
皆
様
方
の
活
動
に
ご
期
待
申
し

上
げ
ま
す
。

　
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
法
人
会

の
皆
様
方
と
の
連
携
・
協
調
を
図
り
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
法
人
会
活
動
に
協

力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
最
近
の
社
会
経
済
情
勢
は
目
ま

ぐ
る
し
く
変
化
し
、
国
の
財
政
も
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
対
策
、
併
せ
て
景
気

回
復
対
策
な
ど
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、

国
民
の
税
制
や
税
務
行
政
に
対
す
る
関
心

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　
税
の
執
行
に
携
わ
る
私
ど
も
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
環
境
の
変
化
に
的
確
に
対
応

し
な
が
ら
、
本
年
一
月
か
ら
施
行
さ
れ
て

お
り
ま
す
改
正
国
税
通
則
法
の
円
滑
な
執

行
に
配
意
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
、
行
政
の

透
明
性
を
確
保
し
、
説
明
責
任
を
的
確
に

果
た
し
、
法
令
に
定
め
ら
れ
た
手
続
き
を

遵
守
し
て
、「
適
正
か
つ
公
平
な
課
税
の
実

現
」
と
「
期
限
内
納
税
の
確
保
」
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
皆
様
方
の
理
解
と

信
頼
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
納
税
者
の
皆
様
の
利
便
性
の
向

上
や
行
政
運
営
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、ｅ

-

Ｔ
ａ
ｘ
を
は
じ
め
と
す
る
税
務
行
政
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
の
一
層
の
進
展
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
改
正
消
費
税
法
等
の
円
滑
な

定
着
に
向
け
た
改
正
内
容
の
広
報
・
周
知
、

並
び
に
転
嫁
や
価
格
表
示
及
び
納
付
に
関

す
る
相
談
へ
の
適
切
か
つ
丁
寧
な
対
応
に

も
取
り
組
ん
で
ま
い
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
税
務
行

政
を
取
り
巻
く
様
々
な
課
題
を
遂
行
し
て

い
く
た
め
に
は
、
私
ど
も
の
力
の
み
で
は

自
ず
と
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
点
、
宇
都
宮
法
人
会
の
皆
様
方
が

新
公
益
法
人
制
度
の
下
、
積
極
的
に
公
益

事
業
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
ら
れ
ま
す

こ
と
は
、
私
ど
も
に
と
り
ま
し
て
誠
に
心

強
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
税
務
行
政
に
、
な
お
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
当
た
り
、
公
益
社
団
法
人
宇
都

宮
法
人
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
会

員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
並
び
に
会
員
企
業

の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

の
度
の
異
動
に
よ
り
、
関
東
信
越

国
税
局
課
税
第
一
部
か
ら
参
り
ま

し
た
山
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
任
の
三
瓶

副
署
長
同
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
法
人
課
税
事
務
及
び
酒
税
事
務
を
担
当

い
た
し
ま
す
。

　
宇
都
宮
法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃

か
ら
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
、
深
い
ご

理
解
と
多
大
な
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
な
お
一
層
の
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

こ

こ

着
任
の
ご
挨
拶

宇都宮税務署　副署長

山 田　博 光

宇都宮税務署　署長

猪 瀬　広 美
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局
　
課
税
第
二
部
　
次
長

留
任

局
　
課
税
第
一
部
　
課
税
総
括
課
　
課
長
補
佐

東
京
局
　
課
税
第
二
部
　
法
人
課
税
課
　
課
長
補
佐

留
任

局
　
調
査
査
察
部
　
査
察
第
二
部
門
　
統
括
国
税
査
察
官

留
任

局
　
総
務
部
　
会
計
課
　
課
長
補
佐

留
任

局
　
徴
収
部
　
管
理
運
営
課
　
主
査

川
越
税
務
署
　
法
人
課
税
第
一
部
門
　
統
括
国
税
調
査
官

局
　
総
務
部
　
納
税
者
支
援
調
整
官
（
浦
和
派
遣
）

局
　
総
務
部
　
税
務
相
談
室
　
相
談
官

水
戸
税
務
署
　
法
人
課
税
第
一
部
門
　
統
括
国
税
調
査
官

留
任

留
任

川
口
税
務
署
　
法
人
課
税
部
門
　
連
絡
調
整
官

留
任

栃
木
税
務
署
　
法
人
課
税
第
四
部
門
　
統
括
国
税
調
査
官

留
任

留
任

伊
勢
崎
税
務
署
　
法
人
課
税
第
一
部
門
　
統
括
国
税
調
査
官

留
任

留
任

桐
生
税
務
署
　
法
人
課
税
第
一
部
門
　
総
括
上
席
国
税
調
査
官

猪
瀬
　
広
美

島
田
　
　
厚

山
田
　
博
光

渡
部
　
髙
久

古
田
土
　
清

木
村
　
智
明

深
井
　
秀
樹

大
原
　
一
也

近
藤
　
　
聡

宮
川
恵
美
子

小
林
　
　
豊

高
山
　
慶
一

小
川
　
政
雄

佐
藤
　
秀
夫

渡
邉
　
秀
夫

小
山
田
文
男

野
口
　
裕
司

福
田
　
恵
一

二
瓶
　
佳
穂

前
原
　
精
一

新
井
　
勝
一

渡
邊
　
英
男

大
谷
津
宏
巳

富
川
　
雅
一

松
　
佐
智
恵

署
長

副
署
長
（
個
資
）

副
署
長
（
法
酒
）

副
署
長
（
総
広
管
）

特
別
国
税
調
査
官
（
総
合
調
査
）

特
別
国
税
調
査
官
（
開
発
調
査
）

特
別
国
税
調
査
官
（
法
人
）

総
務
課
長

税
務
広
報
広
聴
官

税
務
広
報
広
聴
官

特
別
国
税
調
査
官
（
法
人
）

特
別
国
税
調
査
官
（
法
人
）

特
別
国
税
調
査
官
（
法
人
）

特
別
国
税
調
査
官
（
源
泉
）

法
人
課
税
第
一
部
門
　
統
括
官

法
人
課
税
第
二
部
門
　
統
括
官

法
人
課
税
第
三
部
門
　
統
括
官

法
人
課
税
第
四
部
門
　
統
括
官

法
人
課
税
第
五
部
門
　
統
括
官

法
人
課
税
第
六
部
門
　
統
括
官

法
人
課
税
第
七
部
門
　
統
括
官

国
際
税
務
専
門
官
（
法
人
担
当
）

情
報
技
術
専
門
官
（
法
人
担
当
）

審
理
専
門
官
（
法
人
担
当
）

法
人
課
税
部
門
　
連
絡
調
整
官

職

　
　
　名

前

　
　
　職

氏

　名

開催日 開催時間 開催場所 対象地域（者）

宇都宮税務署　新陣容

平成 25年分年末調整説明会が開催されます

※　年末調整関係用紙等の送付枚数は、一定枚数となっておりますので、不足がある場合は、説明会会場又は税務署窓口で
　　お受け取りください。

※　「年末調整のしかた」と「給与所得の源泉徴収票等の法定調書の作成と提出の手引」をご持参ください。

（お問い合わせ先）宇都宮税務署　電話　028（621）2151（代表：音声案内）

（法人会関係部門）

宇都宮税務署

宇都宮市宇都宮市河内総合福祉センター
　宇都宮市白沢町 385

10：30～12：30
14：00～16：00

10：30～12：30
14：00～16：00

10：30～12：30
14：00～16：00

宇都宮市文化会館
　宇都宮市明保野町 7-66

上三川いきいきプラザ
　上三川町大字上蒲生 127-1

宇都宮市

上三川町

11 月 12 日 （火）

11 月 13 日 （水）

11 月 26 日 （火）
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２
０
１
２
年
暮
れ
に
政
権
政
党
に
復
帰

し
た
自
民
党
は
、
デ
フ
レ
脱
却
の
た
め
の

新
し
い
経
済
成
長
戦
略
を
発
表
し
、
こ
の

中
で
、
成
長
に
は
女
性
力
が
必
要
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
７
つ
の
提
言
を
示
し
た
。

「
２
０
２
０
年
30
％
」（
に
ぃ
ま
る
・

さ
ん
ま
る
）
の
目
標
達
成

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
促
進
購
入
法
」
の

制
定

「
残
業
ゼ
ロ
」
社
会
を
作
る
（
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）

女
性
候
補
者
・
女
性
議
員
増
加
促
進

の
た
め
の
法
律
改
正

女
性
医
師
職
場
復
帰
プ
ラ
ン
（
Ｊ
ｏ

ｙ
・
Ｃ
ｏ
ｍ
ｅ 

Ｂ
ａ
ｃ
ｋ 

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ

＝
Ｊ
Ｃ
Ｂ
）
支
援

指
導
的
地
位
に
あ
る
女
性
が
極
め
て

少
な
い
日
本
の
ア
カ
デ
ミ
ア
の
改
善

（
日
本
で
は
女
性
の
大
学
学
長
、
学
会

会
長
は
国
際
的
に
も
極
端
に
少
な
い

た
め
、
女
性
の
人
材
活
用
に
向
け
た

必
要
な
制
度
改
革
を
支
援
す
る
）

「
産
勤
交
代
」
の
た
め
、「
道
州
制
」

を
強
力
に
進
め
る
（
道
州
制
の
導
入

に
よ
っ
て
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た

施
策
で
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、
安
心

し
て
子
育
て
で
き
る
「
産
勤
」
の
場

を
確
保
す
る
）

　
こ
の
７
つ
の
提
案
の
う
ち
、
筆
者
が
共

感
し
た
の
は
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、

指
導
的
地
位
に
占
め
る
女
性
の
割
合
を
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
少
な
く
と
も
30
％
程

度
に
す
る―

と
す
る
目
標
設
定
だ
。

　
ま
た
、
女
性
経
営
者
や
女
性
管
理
職
の

多
い
企
業
、
女
性
の
就
業
環
境
が
整
備
さ

れ
て
い
る
企
業
か
ら
優
先
的
に
物
品
な
ど

を
調
達
す
る
よ
う
、
国
に
求
め
る―

な
ど

を
内
容
と
す
る
法
案
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

促
進
購
入
法
案
）
を
制
定
し
よ
う
と
い
う

動
き
も
あ
る
。

　
政
府
自
ら
が
、
積
極
的
に
政
策
面
か
ら

女
性
力
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
動
き
で
、

画
期
的
な
こ
と
と
評
価
で
き
る
。

　
日
本
の
長
い
歴
史
を
み
る
と
、
公
家
政

治
、
武
家
政
治
、
そ
し
て
明
治
維
新
、
終

戦
と
男
尊
女
卑
の
時
代
が
続
き
、
戦
後
よ

う
や
く
男
女
同
権
、
女
性
の
参
政
権
が
認

め
ら
れ
た
。

　
男
女
共
同
参
画
の
テ
ー
マ
は
、
多
く
の

機
会
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
残
念

な
が
ら
、
女
性
国
会
議
員
数
一
つ
み
て
も
、

諸
外
国
よ
り
劣
っ
て
い
る
。
業
態
、
業
種
、

企
業
規
模
に
よ
っ
て
か
な
り
温
度
差
や
格

差
が
あ
る
が
、「
女
性
力
」
の
活
用
、
な
か

で
も
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
の
登
用
、
活
躍
に

対
し
て
は
、
男
社
会
の
根
強
い
抵
抗
が
あ

る
。

　「
女
だ
て
ら
に…

」
と
い
う
評
判
は
、
既

得
権
を
守
ろ
う
と
す
る
旧
守
派
の
男
社
会

が
立
て
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
女
性
力
の
活
用
は
、
日
本
再
生
、
地
域

経
済
の
活
性
化
と
い
う
目
標
に
向
け
て
、

こ
の
男
社
会
と
い
か
に
協
調
し
て
い
く
か

に
あ
る
。「
少
子
高
齢
化
」「
医
療
・
介
護
」「
子

育
て
支
援
」
と
い
っ
た
分
野
で
も
、
男
と

女
と
は
対
立
関
係
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
古
い
風
習
を
見
直
し
、
規
制
改
革
な
ど

を
、
男
が
率
先
し
て
実
施
し
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
う
え
で
、
次
の
女
性

リ
ー
ダ
ー
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
こ
と
が

大
切
だ
。

　
大
企
業
・
中
堅
企
業
で
は
女
性
リ
ー
ダ
ー

の
登
場
が
遅
れ
て
い
る
。
た
ま
に
登
場
す

る
の
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
狙
っ
て
の
女

社
長
、
取
締
役
の
起
用
だ
っ
た
り
、
タ
レ

ン
ト
ま
が
い
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
り

す
る
。

　
し
か
し
、中
小
企
業
の
場
合
は
、女
性
リ
ー

ダ
ー
は
個
々
の
事
情
に
よ
っ
て
多
少
異
な
る

も
の
の
、
女
性
社
長
、
社
長
夫
人
、
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
企
業
内
に
入
っ
て
活
躍
し
て
い

る
。
そ
う
し
た
人
た
ち
は
、
妻
で
あ
り
、
母

で
あ
り
、時
に
は
嫁
に
当
た
る
立
場
に
あ
り
、

一
人
四
役
、
五
役
と
八
面
六
臂
の
活
躍
を
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
夫
た
る
社
長
と
の
間
で

は
ご
く
自
然
に
役
割
分
担
が
で
き
、
会
社
を

上
手
に
動
か
し
て
い
る
。

　
商
売
に
よ
っ
て
は
、
女
性
が
営
業
の
前

面
に
立
つ
業
種
も
多
い
。
旅
館
、
飲
食
業

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
や
ア
パ
レ
ル
産
業
な

ど
だ
。
ま
た
、
メ
ー
カ
ー
等
で
は
経
理
、

財
務
、
人
事
面
な
ど
の
管
理
部
門
を
統
括

し
て
い
る
人
た
ち
も
い
る
。
商
品
開
発
や

イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
の
面
で
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
と
る
人
も
多
い
。
大
事
な
こ
と

は
、
男
性
と
女
性
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
信
頼
関
係
で
、
こ
れ
が
構
築
さ
れ
て

い
な
い
と
、
夫
婦
共
倒
れ
ど
こ
ろ
か
、
会

社
自
体
の
経
営
が
危
う
く
な
る
。

　
女
性
が
ノ
ビ
ノ
ビ
と
活
躍
し
て
い
る
国

の
代
表
は
フ
ラ
ン
ス
で
あ
ろ
う
。

　
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
男
女
関
係
に
つ
い
て

は
「
私
は
私
、他
人
は
他
人
」
と
い
う
「
ミ
ー

イ
ズ
ム
」
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
。
自
分
が

責
任
を
持
っ
て
自
立
し
て
い
る
の
で
、
余

計
な
お
節
介
は
や
め
て
ほ
し
い
と
い
う
個

人
中
心
の
自
由
と
、
そ
の
裏
側
に
あ
る
責

任
へ
の
自
覚
だ
。

　
こ
の
ミ
ー
イ
ズ
ム
が
議
員
数
で
も
、
企

業
の
役
員
・
幹
部
数
で
も
、
男
性
と
互
角

で
あ
る
原
動
力
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
生

き
方
を
学
ぶ
の
も
新
し
い
時
代
を
占
う
の

に
大
い
に
参
考
と
な
ろ
う
。

　
大
切
な
の
は
政
策
面
や
制
度
改
革
で
女

性
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
に
は
、
女
性

リ
ー
ダ
ー
を
質
・
量
と
も
に
増
や
す
と
同

時
に
、
男
社
会
も
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育
て

る
た
め
に
、
全
面
的
に
協
力
す
る
こ
と
が

必
要
だ
。

　
男
女
リ
ー
ダ
ー
の
知
恵
の
出
し
合
い
と

行
動
力
が
大
切
で
あ
る
。

　
経
済
界
で
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
活
躍
が
目
立
っ
て
き
た
。
保
守
的
業
界
の
代
表
格
で
あ
る
金
融
業
で
も
、
６
月

末
の
株
主
総
会
で
一
部
企
業
が
女
性
役
員
を
起
用
し
た
。
こ
う
し
た
変
化
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
日
本
が
い
ま

一
番
直
面
し
て
い
る
難
題
と
し
て
の
「
少
子
高
齢
化
」
の
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
を
少
し
で
も
改
善
す
る
に
は
「
女

性
力
」、
な
か
で
も
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
と
育
成
」
が
必
要
だ
。
そ
こ
で
、
日
本
再
生
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
向
け
て
、
い
く
つ
か
の
提
案
を
し
て
み
た
い
。

01
女性力の活用で
経済成長を
「政策」としても採用

02
政策の実施と
同時に日本的
社会風土・風習の
改革を

特 集

女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る

　
　社
会
基
盤
作
り
へ
の
提
言

経
済
評
論
家
・
作
家
／
荒 

和
雄

⑦
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２
０
１
２
年
暮
れ
に
政
権
政
党
に
復
帰

し
た
自
民
党
は
、
デ
フ
レ
脱
却
の
た
め
の

新
し
い
経
済
成
長
戦
略
を
発
表
し
、
こ
の

中
で
、
成
長
に
は
女
性
力
が
必
要
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
７
つ
の
提
言
を
示
し
た
。

「
２
０
２
０
年
30
％
」（
に
ぃ
ま
る
・

さ
ん
ま
る
）
の
目
標
達
成

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
促
進
購
入
法
」
の

制
定

「
残
業
ゼ
ロ
」
社
会
を
作
る
（
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）

女
性
候
補
者
・
女
性
議
員
増
加
促
進

の
た
め
の
法
律
改
正

女
性
医
師
職
場
復
帰
プ
ラ
ン
（
Ｊ
ｏ

ｙ
・
Ｃ
ｏ
ｍ
ｅ 

Ｂ
ａ
ｃ
ｋ 

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ

＝
Ｊ
Ｃ
Ｂ
）
支
援

指
導
的
地
位
に
あ
る
女
性
が
極
め
て

少
な
い
日
本
の
ア
カ
デ
ミ
ア
の
改
善

（
日
本
で
は
女
性
の
大
学
学
長
、
学
会

会
長
は
国
際
的
に
も
極
端
に
少
な
い

た
め
、
女
性
の
人
材
活
用
に
向
け
た

必
要
な
制
度
改
革
を
支
援
す
る
）

「
産
勤
交
代
」
の
た
め
、「
道
州
制
」

を
強
力
に
進
め
る
（
道
州
制
の
導
入

に
よ
っ
て
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た

施
策
で
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、
安
心

し
て
子
育
て
で
き
る
「
産
勤
」
の
場

を
確
保
す
る
）

　
こ
の
７
つ
の
提
案
の
う
ち
、
筆
者
が
共

感
し
た
の
は
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、

指
導
的
地
位
に
占
め
る
女
性
の
割
合
を
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
少
な
く
と
も
30
％
程

度
に
す
る―

と
す
る
目
標
設
定
だ
。

　
ま
た
、
女
性
経
営
者
や
女
性
管
理
職
の

多
い
企
業
、
女
性
の
就
業
環
境
が
整
備
さ

れ
て
い
る
企
業
か
ら
優
先
的
に
物
品
な
ど

を
調
達
す
る
よ
う
、
国
に
求
め
る―

な
ど

を
内
容
と
す
る
法
案
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

促
進
購
入
法
案
）
を
制
定
し
よ
う
と
い
う

動
き
も
あ
る
。

　
政
府
自
ら
が
、
積
極
的
に
政
策
面
か
ら

女
性
力
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
動
き
で
、

画
期
的
な
こ
と
と
評
価
で
き
る
。

　
日
本
の
長
い
歴
史
を
み
る
と
、
公
家
政

治
、
武
家
政
治
、
そ
し
て
明
治
維
新
、
終

戦
と
男
尊
女
卑
の
時
代
が
続
き
、
戦
後
よ

う
や
く
男
女
同
権
、
女
性
の
参
政
権
が
認

め
ら
れ
た
。

　
男
女
共
同
参
画
の
テ
ー
マ
は
、
多
く
の

機
会
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
残
念

な
が
ら
、
女
性
国
会
議
員
数
一
つ
み
て
も
、

諸
外
国
よ
り
劣
っ
て
い
る
。
業
態
、
業
種
、

企
業
規
模
に
よ
っ
て
か
な
り
温
度
差
や
格

差
が
あ
る
が
、「
女
性
力
」
の
活
用
、
な
か

で
も
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
の
登
用
、
活
躍
に

対
し
て
は
、
男
社
会
の
根
強
い
抵
抗
が
あ

る
。

　「
女
だ
て
ら
に…
」
と
い
う
評
判
は
、
既

得
権
を
守
ろ
う
と
す
る
旧
守
派
の
男
社
会

が
立
て
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
女
性
力
の
活
用
は
、
日
本
再
生
、
地
域

経
済
の
活
性
化
と
い
う
目
標
に
向
け
て
、

こ
の
男
社
会
と
い
か
に
協
調
し
て
い
く
か

に
あ
る
。「
少
子
高
齢
化
」「
医
療
・
介
護
」「
子

育
て
支
援
」
と
い
っ
た
分
野
で
も
、
男
と

女
と
は
対
立
関
係
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
古
い
風
習
を
見
直
し
、
規
制
改
革
な
ど

を
、
男
が
率
先
し
て
実
施
し
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
う
え
で
、
次
の
女
性

リ
ー
ダ
ー
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
こ
と
が

大
切
だ
。

　
大
企
業
・
中
堅
企
業
で
は
女
性
リ
ー
ダ
ー

の
登
場
が
遅
れ
て
い
る
。
た
ま
に
登
場
す

る
の
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
狙
っ
て
の
女

社
長
、
取
締
役
の
起
用
だ
っ
た
り
、
タ
レ

ン
ト
ま
が
い
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
り

す
る
。

　
し
か
し
、中
小
企
業
の
場
合
は
、女
性
リ
ー

ダ
ー
は
個
々
の
事
情
に
よ
っ
て
多
少
異
な
る

も
の
の
、
女
性
社
長
、
社
長
夫
人
、
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
企
業
内
に
入
っ
て
活
躍
し
て
い

る
。
そ
う
し
た
人
た
ち
は
、
妻
で
あ
り
、
母

で
あ
り
、時
に
は
嫁
に
当
た
る
立
場
に
あ
り
、

一
人
四
役
、
五
役
と
八
面
六
臂
の
活
躍
を
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
夫
た
る
社
長
と
の
間
で

は
ご
く
自
然
に
役
割
分
担
が
で
き
、
会
社
を

上
手
に
動
か
し
て
い
る
。

　
商
売
に
よ
っ
て
は
、
女
性
が
営
業
の
前

面
に
立
つ
業
種
も
多
い
。
旅
館
、
飲
食
業

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
や
ア
パ
レ
ル
産
業
な

ど
だ
。
ま
た
、
メ
ー
カ
ー
等
で
は
経
理
、

財
務
、
人
事
面
な
ど
の
管
理
部
門
を
統
括

し
て
い
る
人
た
ち
も
い
る
。
商
品
開
発
や

イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
の
面
で
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
と
る
人
も
多
い
。
大
事
な
こ
と

は
、
男
性
と
女
性
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
信
頼
関
係
で
、
こ
れ
が
構
築
さ
れ
て

い
な
い
と
、
夫
婦
共
倒
れ
ど
こ
ろ
か
、
会

社
自
体
の
経
営
が
危
う
く
な
る
。

　
女
性
が
ノ
ビ
ノ
ビ
と
活
躍
し
て
い
る
国

の
代
表
は
フ
ラ
ン
ス
で
あ
ろ
う
。

　
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
男
女
関
係
に
つ
い
て

は
「
私
は
私
、他
人
は
他
人
」
と
い
う
「
ミ
ー

イ
ズ
ム
」
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
。
自
分
が

責
任
を
持
っ
て
自
立
し
て
い
る
の
で
、
余

計
な
お
節
介
は
や
め
て
ほ
し
い
と
い
う
個

人
中
心
の
自
由
と
、
そ
の
裏
側
に
あ
る
責

任
へ
の
自
覚
だ
。

　
こ
の
ミ
ー
イ
ズ
ム
が
議
員
数
で
も
、
企

業
の
役
員
・
幹
部
数
で
も
、
男
性
と
互
角

で
あ
る
原
動
力
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
生

き
方
を
学
ぶ
の
も
新
し
い
時
代
を
占
う
の

に
大
い
に
参
考
と
な
ろ
う
。

　
大
切
な
の
は
政
策
面
や
制
度
改
革
で
女

性
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
に
は
、
女
性

リ
ー
ダ
ー
を
質
・
量
と
も
に
増
や
す
と
同

時
に
、
男
社
会
も
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育
て

る
た
め
に
、
全
面
的
に
協
力
す
る
こ
と
が

必
要
だ
。

　
男
女
リ
ー
ダ
ー
の
知
恵
の
出
し
合
い
と

行
動
力
が
大
切
で
あ
る
。
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中小企業では
いち早く
「女性力」活用の時代へ

04
求められるのは
「ミーイズム」
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時　局
講演会

「
日
本
人
よ
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
て
」

辺 

真
一
氏
が
「
ア
ジ
ア
情
勢
と
日
本
の
課
題
」
に
つ
い
て
講
演

ピ
ョ
ン

ジ
ン
イ
ル

　
９
月
４
日
㈬
、
当
会
主
催
の
時
局
講
演

会
が
、
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。
講
師
は
、
コ
リ
ア
・

レ
ポ
ー
ト
編
集
長
で
、
テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
中
の
辺
真
一
氏
。

辺
氏
は
「
ア
ジ
ア
情
勢
と
日
本
の
課
題
」

と
題
し
、
領
土
・
拉
致
問
題
で
緊
張
が
高

ま
る
中
国
、
韓
国
、
北
朝
鮮
と
の
付
き
合

い
方
、
相
互
理
解
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

約
２
０
０
人
の
聴
衆
を
前
に
、
90
分
に
わ

た
っ
て
講
演
し
た
。

　
辺
さ
ん
は
ま
ず
竹
島
問
題
に
つ
い
て
、

日
本
と
韓
国
の
主
張
に
は
そ
れ
ぞ
れ
理
が

あ
り
「
ど
ち
ら
の
領
土
か
分
か
ら
な
い
」

と
し
た
う
え
で
、
お
互
い
が
自
己
主
張
を

繰
り
返
し
て
い
る
だ
け
で
は
問
題
は
解
決

し
な
い
。
未
来
思
考
が
必
要
だ
と
語
り
、

日
韓
共
同
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
日
韓
ト
ン

ネ
ル
構
想
」
を
提
案
し
た
。

　
シ
ャ
ー
プ
が
韓
国
企
業
に
市
場
を
奪
わ

れ
て
窮
地
に
陥
る
な
ど
、
日
本
人
は
最
近

自
信
を
失
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
数
を
み
て
も
日
本
は

ア
ジ
ア
で
断
然
多
い
し
、
韓
国
経
済
は
日

本
の
５
分
の
１
程
度
で
日
本
の
比
で
は
な

い
。
日
本
人
は
も
っ
と
自
信
を
も
つ
べ
き

だ
と
、
奮
起
を
促
し
た
。

　
残
念
な
の
は
日
本
は
ど
う
い
う
国
を
目

指
し
て
い
る
の
か
、
求
め
る
理
想
は
何
な

の
か
分
か
ら
な
い
点
。
せ
っ
か
く
優
秀
な

頭
脳
、
技
術
を
持
ち
な
が
ら
そ
の
向
か
う

先
が
見
え
て
い
な
い
し
、
政
治
家
も
そ
れ

を
提
示
で
き
な
い
で
い
る
。
そ
の
ビ
ジ
ョ

ン
さ
え
見
え
れ
ば
、
日
本
人
は
一
致
団
結

し
て
邁
進
す
る
は
ず
だ
、
と
語
っ
た
。

　
中
国
と
の
関
係
で
は
、
貿
易
相
手
国
と

し
て
の
中
国
の
重
要
性
を
力
説
し
す
る
と

と
も
に
、
日
本
が
観
光
立
国
と
し
て
外
国

人
観
光
客
の
増
加
を
目
指
し
て
い
る
点
に

触
れ
、
中
国
人
に
よ
る
犯
罪
増
加
を
懸
念

し
な
が
ら
も
、
中
国
と
上
手
に
付
き
合
っ

て
い
く
必
要
性
を
説
い
た
。

　
辺
さ
ん
は
、
異
文
化
の
相
互
理
解
の
た

め
に
よ
く
互
い
の
類
似
点
を
探
し
が
ち
だ

が
、
こ
れ
は
間
違
い
。
互
い
の
相
違
点
に

気
付
き
、
尊
重
し
合
う
こ
と
が
相
互
理
解

へ
の
近
道
と
繰
り
返
し
強
調
し
た
。

　
尖
閣
諸
島
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
領
土

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
と
断
言
し
た
が
、

中
国
側
の
話
に
も
少
し
は
耳
を
傾
け
る
度

量
が
必
要
と
日
本
政
府
に
注
文
し
た
。

　
領
土
問
題
は
最
終
的
に
は
国
際
司
法
裁

判
所
で
決
着
を
つ
け
る
し
か
な
い
が
、「
領

土
問
題
が
存
在
し
な
い
」
と
い
う
日
本
の

立
場
で
は
、
裁
判
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
の
が
辺
さ
ん
の
考
え
だ
。

　
最
後
に
北
朝
鮮
に
つ
い
て
、
拉
致
問
題

は
人
道
的
な
見
地
だ
け
で
な
く
、
経
済
的
、

平
和
的
見
地
か
ら
も
早
急
に
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
語
っ
た
。
日
朝
関
係
が

悪
化
し
て
い
る
間
、
中
国
は
豊
富
な
地
下

資
源
が
眠
る
北
朝
鮮
の
鉱
山
を
格
安
で
買

う
な
ど
漁
夫
の
利
を
得
て
い
る
が
、
も
と

も
と
北
朝
鮮
は
中
国
嫌
い
で
、
従
属
関
係

に
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
。
韓
国
と

は
経
済
格
差
が
30
対
１
に
ま
で
拡
大
し
、

こ
の
ま
ま
で
は
吸
収
合
併
さ
れ
て
し
ま
う

懸
念
が
あ
る
。
北
朝
鮮
が
対
等
な
外
交
関

係
を
保
て
る
の
は
日
本
だ
け
。
今
は
仕
方

な
く
中
国
と
つ
き
合
っ
て
い
る
が
、
北
朝

鮮
も
拉
致
問
題
の
早
期
解
決
と
、
国
交
樹

立
を
望
ん
で
い
る
と
辺
さ
ん
は
分
析
す
る
。

　
今
年
６
月
の
飯
島
内
閣
参
与
の
電
撃
的

な
北
朝
鮮
訪
問
に
も
触
れ
、
詳
細
は
分
か

ら
な
い
が
、「
拉
致
問
題
を
解
決
し
て
く
れ

れ
ば
悪
い
よ
う
に
は
し
な
い
」「
安
倍
首
相

が
訪
朝
し
て
く
れ
る
な
ら…

」
と
い
っ
た

や
り
と
り
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
辺
氏
は
、
年
内
に
も
安
倍
首
相
が
訪
朝
、

拉
致
問
題
が
解
決
に
向
け
て
大
き
く
動
き

出
す
可
能
性
が
高
い
と
予
想
し
て
、
講
演

を
締
め
く
く
っ
た
。
　

講師の辺真一氏

講演会会場風景
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（平成25年６月～平成25年８月入会）

新会員紹介

会員増強運動 推進中!!
～健全な経営、正しい納税、社会に貢献～

健全な納税者の団体・良き経営者を目指す者の団体…それが法人会です。
この10月から12月は会員増強運動月間です。

会員の皆様の近くに未加入の会社がありましたら、ぜひ法人会への加入をお勧めください。

マ ロ ニ エ

御 幸 平 出

駅 東

さ く ら

雀 宮

河 内

上 三 川

永 井　慎 之 介

小 山 　 建 二

澤 田　真 由 美

百 瀬 　 達 也

鎌 形 　 俊 之

笹 沼 　 　 　 剛

清 水  　 　 実

上 野 　 　  猛

宇都宮市竹林町１９２－３

宇都宮市御幸本町４６２８－５

宇都宮市元今泉３丁目２３－１８

宇都宮市大寛２丁目６－３

宇都宮市住吉町１－１０

宇都宮市末広２丁目１２－３７

宇都宮市下岡本町１９４３－１２

上三川町上三川４３８８－５

業務請負

訪問看護

会計事務所

美容業

税理士業務

塗装業

運送業

飲食業

㈲北日本サービス

合同会社オフィス建

税理士法人澤田会計事務所

㈱ＭＯＭＯクリエーション

税理士法人鎌形会計

㈱優塗

㈱エムズコーポレーション

うえ乃家

所属支部 法人名 代表者 住　　所 業　　種

『
„
J
A
Z
Z
“の
夕
べ
』

上
河
内
支
部

　社
会
貢
献
事
業

　
平
成
25
年
９
月
７
日
㈯
ロ
イ
ヤ
ル
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
に
お
い
て
、
平
成
25
年
度
社
会
貢
献
事
業

『
„
J
A
Z
Z
“
の
夕
べ
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
地
域
住
民
の
連
帯
感
の
希
薄
化
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
は
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
当
事

業
は
こ
う
し
た
課
題
を
克
服
し
、
地
域
の
方
々
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
23
年
度
よ
り
実
施
し
今
回
で
３
回
目
と
な

り
ま
し
た
。

　
当
日
は
１
０
０
名
を
超
え
る
方
の
来
場
が
あ
り
、

『
ア
ル
バ
ト
ロ
ス 

ス
ウ
ィ
ン
グ 

ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
』
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
の
生
演
奏
を
聴

き
な
が
ら
、
お
い
し
い
料
理
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
の
合
間
に
は
豪
華
景
品

が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
も
実
施
し
、
来
場
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
に
は
大

い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
た

だ
き
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。『
地
域
づ
く
り
』
は

私
た
ち
の
使
命
で
あ
る
と

捉
え
、
今
後
に
お
い
て
も

多
く
の
方
に
満
足
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
社
会
貢

献
活
動
に
邁
進
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

入って良かった
法人会を目指します!

法人会に加入すると異業種との交流や社会的評価が高まり、
企業の繁栄が図れます。
健全な納税者として税務署の信頼が得られます。
法人会活動を通し、地域社会へ貢献ができます。

1

2
3
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□住所：宇都宮市問屋町３１７２‐４７　□ＴＥＬ：０２８‐６５６‐３００２（内装部）／３００３（肥料部）　
□ＦＡＸ：０２８‐６５６‐３７７４　□ＵＲＬ：http://www.k-ueno.co.jp 
□事業種：インテリア資材、農業資材の総合卸売業
＜内装部＞インテリア資材の総合商社（襖壁紙・床材・カーテン・ブラインド・工具他インテリア資材の販売）
＜肥料部＞農業資材の総合商社（肥料・農薬・農業資材・園芸用品の販売及び堆肥の製造・販売）

　当社は1768年（明和５年）に油屋松次郎『油松』の屋号で油売業と
して商売をスタートさせて以来、240余年の歴史の中で一貫して『地域
社会への貢献』をモットーとして今日に至っております。
　現在は、肥料部・内装部の２部門を事業の柱として、私たちの生活の
根幹を支える"食・農"と"住"の分野において、お客様に喜びと感動を提
供し、『お客様の明るく健康で潤いのあるライフスタイルの創設』に貢
献することを企業理念として全力で取り組んでおります。

㈱　上　野
代表者／上　野　拓　也

□住所：宇都宮市江曽島1146‐2　□ＴＥＬ：０２８‐６５８‐１７５６
□ＦＡＸ：０２８‐６５９‐０５７３　□ＵＲＬ：http://www.comaki.co.jp
□事業種：給排水・空調工事・建築リフォーム・不動産賃貸

　当社は、水と空気を中心に、建設設備、建築リフォーム、不動産賃貸
を通じて地域社会に深くかかわり、お客様の生活環境向上のお役に立つ
よう、常にBEST PARTNERであるため、技術と経営に優れた企業を目指
しております。また、土地活用として、洗車場「カーウォッシュ21」
江曽島店・淀橋南店を経営しております。

㈱小牧工業
代表者／小　牧　伸　敏

□住所：宇都宮市鶴田町３２０４‐８　
□ＴＥＬ：０２８‐６３４‐１２５５　□ＦＡＸ：０２８‐６３６‐９２８２　
□ＵＲＬ：http://www.goko-net.jp/　□事業種：ディスプレイ業

　当社は昭和35年創業以来、空間ディスプレイの提案・施工、イベントの企画・
運営をし、現在53年目を迎えました。近年は、指定管理者業務にも従事し、平
成19年からはオリオンスクエア、平成21年からはマロニエプラザを管理するこ
とで、地域活性化につながるいろいろなイベントを企画してまいりました。商業
施設を始めとする店舗施設や公共施設、展示会・イベント・催事等あらゆる空
間をデザインする「感動創造企業」を目指しております。お客様とともに驚き・
感動・満足を提供させていただきますので、お気軽にお問合せください。
＜各種サービス＞シーズン装飾／イベントの企画・設営・運営／各種サイン
　　　　　　　  のデザイン・施工／オリジナルノベルティの製作

㈱五光宇都宮店
代表者／木　内　久　生

□住所：宇都宮市高砂町４‐２
□ＴＥＬ：０２８‐６５３‐５３５０　□ＦＡＸ：０２８‐６５３‐３１７２
□事業種：和菓子製造・販売

　旧国道４号線を市内から南下し、雀宮駅を通り過ぎたあと、右側にオレンジ色の看板のコンビニがご
ざいます。そこを右折すると、100ｍほど先に「御菓子処　雅洞」がございます。みかも山、かち栗、羊
羹、いちごサブレ、雷都サブレに加え、和三盆ロールケーキ、黒糖プリン、小豆プリンがご好評いただい
ております。その他、紅白饅頭やお餅のご予約も承りますので、お気軽にお問い合わせくださいませ。
　店舗の斜め向かい側にある白い建物が製造工場兼、工場直売所となっております。工場直売所は
「雅洞工房」として、揚げたてのかりんとまんじゅうをご提供させていただいております。揚げた
てアツアツのかりんとまんじゅうは、どこか懐かしい優しい味わいで、お子様からご年配のお客様
まで大人気！雅洞のイチオシ商品としておすすめいたします。
　お客様に笑顔になっていただけるお菓子作りをモットーに、「雅洞工房」でお待ちしております。

㈱　雅　洞
店　長／安　保　行　雄 

企 業 の 　  紹 介



□住所：宇都宮市中央本町１‐１２　
□ＴＥＬ・ＦＡＸ：０２８‐６３４‐３３３７　□事業種：飲食業

　うなぎ割烹中村は、今年で創業117年を迎えました。これも、皆様に
ご支援いただいた結果であり、深く感謝しております。
　この度「老朽化」が進んでいた旧建物を取り壊し、新たな、うなぎ「中村」
に生まれ変わりました。ホール部分は吹き抜けになっており、開放感が味わ
えるつくりになっております。また２階には、宴会スペースもございます。
　さらに、同敷地内には「大谷石」の蔵を改装したカフェも出店いたし
ました。こちらは、以前「中村」で使用しておりました柱などを使い、
「内装」にこだわっておりますので、ぜひお立ち寄りください。
　これからも、変わらぬ「味」で皆様に愛される店になるよう努力して
まいりますので、「中村」をよろしくお願いします。

うなぎ割烹中村 ㈲中村
代表者／中　村　明　宏

□住所：宇都宮市宿郷5‐23‐1 SKSビル2F　
□ＴＥＬ：０２８‐６３８‐０２０２　□ＦＡＸ：０２８‐６１４‐３７０６
□事業種：個別指導塾

　1998年設立。
　21世紀次代のリーダー育成をコンセプトとした自立的な人間形成
をテーマに高い学力形成を目指しています。
　そのために、スタッフ研修に心理学（交流分析）教育コーチン
グ、リーダー論等を取り入れ、次代に貢献する個別教育実現に取り
組んでいます。CTT-CAP指導システムを創り、高い進学実績をだし
ています。

優希シンシアティ㈱
代表者／並　木　俊　和

□住所：宇都宮市野沢町６３１‐１　
□ＴＥＬ：０２８‐６６５‐０７１０　□ＦＡＸ：０２８‐６６５‐０４５６
□事業種：清涼飲料水の卸販売

　昭和26年に米菓製造業として創業以来、菓子卸問屋を経て現在は清涼飲
料水の卸販売を主な業務としております。
　ダイドードリンコ㈱特約店として、宇都宮市を中心に県内各地の企業様・
小売店様に自動販売機を設置していただき、各種飲料を販売しています。
　「品質管理と清潔な自販機」をモットーに、細やかに行き届いた対応で季
節に合わせた商品をお楽しみいただき、これからも地域の皆さまに愛され
る企業を目指して、社員一同熱い気持ちで頑張っております。自動販売機
設置をお考えの節は、ぜひ当社へお問い合わせいただければ幸いです。

㈲富士屋食品
代表者／藤　野　正　樹

□住所：宇都宮市簗瀬３‐２７‐９　
□ＴＥＬ：０２８‐６３３‐０８４１　□ＦＡＸ：０２８‐６５６‐４７０２　
□事業種：建築業

　初代「永六郎」が宮大工として独立以来３代95年、住宅建築を主と
して営業してまいりました。
　現在は、木造住宅・鉄骨建築・ＲＣ造建築・プレハブ住宅や、リ
フォ－ム・店舗工事まで多種多様な工事も扱っております。長年の技
術の蓄積により、お客様の希望をなるべく実現出できるよう、職人や
出入り業者が一体となって取り組んでいます。
　「釘１本の施工から」をモット－にしています。
　お気軽にお声をかけてください。

㈲大塚工務店
代表者／大　塚　明　男

企 業 の 　  紹 介



11月 11日から17日は「税を考える週間」です。

税の百人一首の募集要項

～税務署からのお知らせ～

国税庁では、毎年11月11日から17日までの期間を「税を考える週間」として、
様々な情報を提供したり、納税者の方からの税務行政に対するご意見やご要望をお
聴きする機会を設けています。
　今年も、「税の役割と税務署の仕事」をテーマとして、税の役割や適正・公平な
課税と徴収の実現に向けた国税庁の様々な取組やICT化、国際化に対する諸施策に
ついて国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）などにより紹介します。
　是非この機会に、税について考えてみてはいかがでしょうか。

応募資格
課 題
応募点数
応募方法
応募期間
主 催
後 援

応 募 先

表 彰

そ の 他

宇都宮市、上三川町に居住する人。
『税に関するもの』
制限はなし。
応募用紙を使用する。短歌（31 文字〈例〉五・七・五・七・七）の形式とする。
平成 25 年 10 月４日～11 月５日

「税の百人一首」実行委員会
宇都宮税務行政協力会　宇都宮税務署管内租税教育推進協議会
宇都宮税務署管内国税モニター会
〒320-0857 宇都宮市鶴田 2-21-14

（公社）宇都宮法人会内「税の百人一首」実行委員会事務局
作品を審査し、優秀作品には次の賞を贈呈する。
最優秀賞…1 編　　優秀賞…３編以内　　佳作…10 編以内
応募作品は返却しない。作品は必ず自作のものとし、未発表作品に限る。
盗作、類似作品、二重投稿は入賞を取り消す。優秀作品は、作者の氏名等と
ともに各種の広報紙等に掲載し、税の PR に活用する。

1.
2.
3.
4.
5.
6.
　
　
7.
　
8.
　
9.

税務署
だより

ポイント！ポイント！

個人での事業・不動産・山林所得を有する方へ

平成26年１月から、記帳・帳簿等の保存が必要になります。
　なお、所得税の申告が必要ない方も、記帳・帳簿等の保存制度の対象となり
ます。
　記帳する内容は、取引の年月日、売上先・仕入先その他相手方の名称、金額、
日々の売上・仕入・経費の金額などです。
　収入金額や必要経費を記載した帳簿のほか、取引に伴って作成した帳簿や受け
取った請求書・領収書などの書類を保存する必要があります。
　詳しくは、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）をご覧になるか、
税務署にお尋ねください。

ポイント！ポイント！
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住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
拡
充

　
消
費
税
が
平
成
26
年
４
月
か
ら
８
％
に
、

平
成
27
年
10
月
か
ら
10
％
に
上
が
る
予
定

で
す
。
そ
の
た
め
、
住
宅
需
要
が
冷
え
込

む
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
防
ぎ
、

景
気
対
策
に
も
な
る
の
で
、
住
宅
ロ
ー
ン

減
税
が
下
記
の
と
お
り
拡
充
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
26
年
４
月
以
後
に
新
し
い
消
費
税

率
の
適
用
を
受
け
て
住
宅
を
取
得
し
た
場

合
に
は
、
下
記
の
と
お
り
借
入
限
度
額
が

そ
れ
ぞ
れ
2
，0
0
0
万
円
増
え
ま
す
（
平

成
26
年
４
月
以
後
に
取
得
し
た
方
で
も
、

消
費
税
の
経
過
措
置
の
適
用
を
受
け
て
消

費
税
率
５
%
で
取
得
し
た
方
は
平
成
26
年

３
月
以
前
と
同
じ
で
す
）。
　
　

　
借
入
額
が
大
き
い
方
は
所
得
税
（
所
得

税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
い
分
は
住
民
税
）

か
ら
控
除
さ
れ
る
金
額
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
消
費
税
の
景
気
弾
力
条
項
に

よ
っ
て
、
消
費
税
が
増
税
さ
れ
な
か
っ
た

場
合
に
は
、
平
成
26
年
４
月
以
降
も
一
般

の
住
宅
は
借
入
限
度
額
2
，0
0
0
万
円
、

認
定
住
宅
は
3
，0
0
0
万
円
と
平
成
26
年

３
月
以
前
と
同
じ
で
す
。

（
文
責
　
関
東
信
越
税
理
士
会
　
宇
都
宮
支
部

　
田
村
明
生
）

居住年
一般の住宅

認定住宅（認定長期優良住宅、認定低炭素住宅）

借入限度額

2,000 万円

2,000 万円

4,000 万円

平成 25 年

平成 26 年
1 月～3 月

平成 26 年  4 月～
平成 29 年 12 月

20 万円

20 万円

40 万円

200 万円

200 万円

400 万円

1.0％

1.0％

1.0％

控除率 各年の控除限度額 最大控除額

居住年 借入限度額

3,000 万円

3,000 万円

5,000 万円

平成 25 年

平成 26 年
1 月～3 月

平成 26 年  4 月～
平成 29 年 12 月

30 万円

30 万円

50 万円

300 万円

300 万円

500 万円

1.0％

1.0％

1.0％

控除率 各年の控除限度額 最大控除額

コーナー

税 理
士 会

MIYABITO �



　
６
月
５
日
の
青
年
部
会
総
会
に
お
い
て

部
会
長
に
選
出
さ
れ
た
﨑
尾
肇
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
青
年
部
会
で
は
会
員
各
自
の
税
に
対
す
る

意
識
向
上
を
図
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
租
税

教
育
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と

が
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
当
宇
都
宮
地
区
に
お
い
て
は
各
支

部
の
租
税
教
育
活
動
に
連
携
、
連
動
し
て

実
施
す
る
と
い
う
、
全
国
で
も
先
進
的
な
、

い
わ
ば
「
宇
都
宮
方
式
」
に
よ
り
事
業
展

開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
点
で

あ
り
ま
す
。

　
青
年
部
会
だ
け
の
枠
組
み
で
な
く
、
女
性

部
会
と
も
連
携
し
、
か
つ
、
各
支
部
と
も
連

携
し
な
が
ら
の
活
動
で
あ
る
こ
と
が
こ
の
活

動
の
本
来
の
趣
旨
に
合
致
し
て
い
る
と
確
信

す
る
次
第
で
す
。

　
改
め
て
こ
の
形
式
で
の
展
開
に
ご
尽
力
さ

れ
た
諸
先
輩
方
の
見
識
の
高
さ
に
敬
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、
こ
の
活
動
の
推
進
に
部
会

を
あ
げ
て
傾
注
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
ま
た
、
10
月
に
行
わ
れ
る
青
森
で
の
全
国

大
会
（
親
会
）
へ
の
参
加
や
、
11
月
の
第
27

回
「
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い
」
広
島
大
会

に
、
栃
木
大
会
盛
会
の
御
礼
も
か
ね
て
参
加

し
、そ
こ
で
の
運
営
等
を
視
察
す
る
こ
と
で
、

全
国
大
会
（
親
会
）
の
成
功
に
向
け
て
青
年

部
会
と
し
て
の
協
力
体
制
を
整
え
る
こ
と
が

必
須
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
浅
学
非
才
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
職
務
を

全
う
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
関
係
の
皆
様
方
に
は
今
後
と
も
青
年
部

会
の
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
８
月
30
日
㈮
に
ベ
ル
ヴ
ィ
宇
都
宮
に
て
開

催
さ
れ
た
合
同
懇
談
会
は
、
３
部
構
成
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
は
宇
都
宮
税
務
署
猪
瀬
広
美
署
長

よ
り
「
お
酒
と
税
」
の
テ
ー
マ
で
講
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
お
酒
の
よ
も
や
ま
話
を
交
え
て
酒
税
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
く
ご
説
明
い
た
だ
き
、
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
第
２
部
は
本
年
度
の
租
税
教
室
推
進
、
福

利
厚
生
制
度
「
全
国
大
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、

法
人
会
全
国
大
会
「
栃
木
大
会
」
の
準
備
状
況

に
つ
い
て
各
役
員
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
３
部
の
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
猪
瀬

署
長
は
じ
め
宇
都
宮
税
務
署
幹
部
の
皆
様
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
会
員
と
の
交
流
等

有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
青

年
部
会
が
賞
品

抽
選
を
執
り
行

い
、
盛
会
の
う

ち
に
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

　
７
月
６
日
に
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
サ
ブ
ホ
ー
ル
に
て
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
名

画
鑑
賞
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
の
名
画
鑑
賞
会

は
７
年
ぶ
り
で
し
た
が
、
今
回
は
東
日
本

大
震
災
復
興
支
援
と
し
て
「
チ
ャ
リ
テ
ィ

名
画
鑑
賞
会
」
と
銘
う
っ
て
、
山
田
洋
次

監
督
50
周
年

記
念
作
品
「
東

京
家
族
」
を

上
映
い
た
し

ま
し
た
。
昼

と
夜
の
２
回

上
映
で
合
計

４
３
６
名
の

方
に
ご
鑑
賞

い
た
だ
き
、

売
上
金
が
合

計
２
１
８
，０
０
０
円
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
売
上
金
は
、
善
林
委
員
長
か
ら
気
仙

沼
漁
協
へ
、
全
額
チ
ャ
リ
テ
ィ
基
金
と
し

て
、
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

青
年
部
会
長
就
任
の
挨
拶

本
部
・
支
部
役
員
並
び
に
女
性
部
会
・

青
年
部
会
合
同
懇
談
会
の
開
催

チ
ャ
リ
テ
ィ
名
画
鑑
賞
会
開
催

青年部会長
﨑尾　肇

当日の受付を担当した社会貢献委員会の方々

名画鑑賞会会場風景

懇談会会場風景

青年
部会
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７
月
23
日
、
８
月
６
日
と
二
度
に
わ
た

り
、
介
護
用
品
作
成
会
を
行
い
ま
し
た
。
延

べ
人
数
46
人
の
方
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
年
は
例
年
よ
り
１
ヶ
月
遅
れ
で
の
準
備

期
間
と
慌

た
だ
し
く

始
ま
り
ま

し
た
が
、

委
員
会
の

皆
様
の
お

力
添
え
で

滞
り
な
く

無
事
に
終

え
る
こ
と

が
で
き
ま

し
た
。

　
異
常
気
象

と
い
う
言
葉
で

示
さ
れ
た
真

夏
。
２
回
目
の

８
月
６
日
は

「
雷
、
嵐
か

も
？
」
と
い
う

今
に
も
崩
れ
落

ち
そ
う
な
天
気

で
、
お
休
み
さ

れ
て
し
ま
う
方

も
多
い
か
も
し

れ
な
い
と
危
惧

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
予
想
に
反
し
ほ
と
ん

ど
の
方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
毎
年
「
女
性
の
パ
ワ
ー
は
底
が
知
れ
な

い
」
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
改
め
て
女
性

部
会
の
強
さ
を
感
じ
入
っ
た
次
第
で
す
。
お

忙
し
い
中
ご
協
力
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。記

　
野
澤
　
美
由
紀

　
８
月
28
日
に
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機

構
宇
都
宮
病
院
に
伺
い
、
10
時
よ
り
贈
呈
式

を
行
い
ま
し
た
。
沼
尾
病
院
長
を
始
め
看
護

師
の
皆
様
に
同
席
し
て
い
た
だ
き
、
今
年
も

会
員
の
手
造
り
薄
型
ま
く
ら
15
個
と
カ
バ
ー

20
枚
、
L
字
型
ク
ッ
シ
ョ
ン
６
個
と
カ
バ
ー

８
枚
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。
毎
年
少
し
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
手
造
り
の
作
品
を
贈

り
続
け
て
、
今
年
で
15
年
目
に
な
り
ま
し

た
。
施
設

を
見
学
し

て
、
ま
ず

目
に
入
っ

た
の
が
今

ま
で
贈
っ

た
品
々
が

大
切
に
使

わ
れ
て
い

る
こ
と
で

し
た
。
感

動
と
、
ま
た

頑
張
ろ
う

と
の
思
い
を

抱
い
た
訪
問

で
し
た
。

　
社
会
貢

献
事
業
と

し
て
15
年

の
歳
月
は
、

「
継
続
は
力

な
り
」
の
如

く
、
次
の
世

代
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん

だ
一
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。

記
　
広
報
委
員
長
　
小
杉
　
恵
子

平
成
25
年
度（
第
15
回
）の

　
　
　

 

介
護
用
品
完
成
!!

重
症
心
身
障
害
児
者
施
設
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　寄
贈

県
外
視
察
研
修
会
の
開
催

今
後
の
事
業
予
定

一
期

日

内

容

平
成
25
年
11
月
14
日
㈭

①
歌
舞
伎
座
　
観
劇
会
（
夜
の
部
）

　
通
し
狂
言
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」

②
リ
ア
ル
蝋
人
形
館

　「
マ
ダ
ム
タ
ッ
ソ
ー
東
京
」
見
学

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　

  

研
修
会
の
開
催

二

期

日

内

容

平
成
25
年
12
月
３
日
㈫

シ
ル
ク
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

第
三
回
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

　
　
　
　コ
ン
ク
ー
ル
」
の
開
催

三

内

容

数
校
を
予
定

詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

何
卒
ご
予
定
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

介護用品作成会会場風景（法人会会館２階にて）

８月６日にやっと完成！全作品を前に、満面の笑顔で記念写真！

今回、新しく作った「宇都宮法人会女性部会」のタグを
介護用品全作品につけました。

８月 28 日の贈呈式
臼井部会長から沼尾院長へ目録贈呈

沼尾院長が作品を手に、女性部会役員と記念写真
下野新聞（2013 年 9 月 4日）にも掲載されました。

女性
部会
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医師が語る健康のお話

しつ　　 む　  りつ

悉 無 律
ほうずみ整形外科内科・小児科医院 

院長　宝 住 与 一

て
又
は
無
の
法
則
、all or none 

law

も
し
く
はall or nothing 

law

と
い
う
、
生
理
学
で
神
経
細
胞
の
反
応

に
つ
い
て
の
法
則
で
す
。

　
神
経
細
胞
は
一
定
以
上
の
刺
激
を
与
え
る

と
反
応
す
る
。
そ
の
反
応
は
、
い
く
ら
刺
激

を
強
く
し
て
も
弱
く
し
て
も
、
一
定
の
同
じ

反
応
が
現
れ
る
の
で
、
全
て
又
は
ゼ
ロ
な
の

で
、all or nothing low

と
言
い
ま
す
。

　
私
の
学
生
時
代
の
こ
の
こ
と
に
関
す
る
実

験
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
生
理
学
で
〝
全
て
or 

ゼ
ロ
〞
の
法
則
の

実
験
の
た
め
、
蛙
の
下
腿
筋
に
重
り
を
付
け

て
取
り
出
し
、
そ
れ
に
刺
激
を
与
え
、
筋
肉

が
収
縮
す
る
か
ど
う
か
を
実
験
し
ま
し
た
。

そ
の
時
、
誰
か
が
「
こ
れ
を
喰
っ
た
ら
う
ま

そ
う
だ
」
と
言
っ
た
の
で
、
私
が
「
誰
か
こ

れ
を
喰
っ
た
ら
、（
今
の
金
で
1
0
，0
0
0

円
位
だ
と
思
い
ま
す
が
）
1
，0
0
0
円
出

す
か
ら
誰
か
喰
わ
な
い
か
」
と
言
っ
た
の
で

す
が
誰
も
喰
わ
な
か
っ
た
。「
そ
れ
じ
ゃ
俺

が
喰
っ
た
ら
誰
か
1
，0
0
0
円
出
す
か
」

と
言
っ
た
ら
誰
も
出
す
と
言
わ
な
か
っ
た
の

で
、
不
愉
快
な
思
い
を
し
た
。
喰
う
気
が
な

い
の
に
、
ま
さ
か
俺
が
喰
い
そ
う
に
見
え
た

の
か
な
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

　
我
々
の
学
生
の
時
、
教
養
か
ら
学
部
移
行

の
時
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
全
国
の
名

の
あ
る
病
院
、
ほ
と
ん
ど
東
京
・
大
阪
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
先
輩
の
行
っ
て
い
る
有

名
病
院
施
設
の
見
学
か
た
が
た
全
国
を
旅

行
す
る
の
が
毎
年
繰
り
返
さ
れ
る
行
事
で

し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
で
行
動
す
る
人
も
、
一
人
で
す

る
人
も
い
て
、
見
学
の
時
だ
け
集
合
す
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。
我
々
の
時
は
東
京
築
地

の
が
ん
セ
ン
タ
ー
、
国
立
予
防
衛
生
研
究
所

と
広
島
の
原
爆
病
院
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す

が
、ほ
と
ん
ど
内
容
は
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
。

 

　
た
だ
、
其
々
で
の
病
院
に
北
大
の
先
輩

の
先
生
が
い
て
、
説
明
及
び
案
内
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　
そ
の
時
、
私
は
一
人
で
旅
行
し
て
い
て
、

大
分
県
か
ど
こ
か
で
同
世
代
の
同
じ
よ
う
な

旅
行
を
し
て
い
た
学
生
と
一
緒
に
な
り
、
悉

無
律
の
話
を
し
た
時
、そ
の
学
生
が
、「
結
局
、

世
の
中
の
出
来
事
は
全
て
二
進
法
に
帰
結
で

き
る
と
言
え
ま
す
ね
」
と
言
っ
た
の
で
、「
そ

う
だ
」
と
私
が
答
え
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。

　
と
い
う
訳
で
、
我
々
の
日
常
生
活
の
全
て

の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
当
て
は
ま
る
こ
と
で
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
使
っ
て
い
る
二
進
法
で

数
字
は
〝
０
・
１
・
２
・
３
・
４
・
５
・
６
・

７
〞
は
、〝
０
・
１
・
10
・
11
・
100
・
101
・

111
・
1000
〞
と
な
り
、〝
全
て
or 

ゼ
ロ
〞
で
す

し
、
我
々
の
日
常
行
動
も
、
食
事
を
す
る
・

し
な
い
。
ど
こ
か
に
行
く
・
行
か
な
い
。
会

議
に
出
席
す
る
・
し
な
い
。
音
楽
会
に
行
く
・

行
か
な
い
。
す
べ
て
は
〝
全
て
or 

ゼ
ロ
〞
で

あ
り
ま
す
。

　
孔
子
が
物
事
は
全
て
中
庸
が
良
い
と
言
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
何
か
決
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
立
っ
た
時
に
は
、
中

庸
は
あ
り
ま
せ
ん
。
０
・
１
の
間
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
結
局
、
自
分
が
決
定
に
か
か
わ
ら
な
い
時

に
は
、
余
計
な
こ
と
を
す
る
な
、
何
も
す
る

な
と
い
う
こ
と
で
、
な
に
も
し
な
け
れ
ば
も

め
ご
と
は
起
こ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
訳
で
、

孔
子
は
中
庸
と
言
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、

私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　
民
主
党
政
権
も
、
全
て
の
事
に
稚
拙
で
何

も
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
決
め
る
べ
き

時
何
も
し
な
か
っ
た
の
で
、
こ
ん
な
こ
と
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
安
倍
政
権
で
〝
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
〞

と
言
っ
て
経
済
政
策
に
つ
い
て
、
盛
ん
に
リ

ス
ク
ば
か
り
マ
ス
コ
ミ
は
言
っ
て
い
ま
す

が
、
私
は
何
も
し
な
い
よ
り
良
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
何
も
し
な
い
と
い
う
事
は
、
座
し

て
死
を
待
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
何
か
生
き

残
る
こ
と
を
考
え
な
い
と
日
本
は
沈
没
し
ま

す
。

　
だ
か
ら
私
は
、〝
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
〞
は
う

ま
く
行
く
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
う
ま
く
行

く
事
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
我
々
国
民
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
ケ

チ
ば
か
り
つ
け
る
ば
か
り
で
な
く
、
う
ま
く

行
く
よ
う
に
応
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

ほうずみ・よいち
　日光市生まれ、宇都宮高校、北海道大学医学部卒業、昭和54年
宇都宮市で開業、宇都宮市医師会役員を経て、宇都宮市医師会
長、栃木県医師会長、日本医師会副会長を歴任

Yoichi Houzumi

全
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地
区
の
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
で
好
成
績

を
上
げ
た
こ
と
の
あ
る
友
人
が
、
選
者

に
「
巧
い
！
」
と
、
思
っ
て
も
ら
え
る

コ
ツ
は
、
一
見
、
関
係
な
い
も
の
を
結

び
つ
け
る
こ
と
だ
と
教
え
て
く
れ
た
こ

と
が
あ
る
。

　
友
人
は
「
見
立
て
」
を
言
い
た
か
っ

た
の
か
。『
広
辞
苑
』
に
は
「
④
芸
術
表

現
の
一
技
法
。
対
象
を
他
の
も
の
に
な

ぞ
ら
え
て
表
現
す
る
こ
と
。
和
歌
・
俳

諧
（
中
略
）
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
」
と

あ
る
。

　
と
こ
ろ
て
ん

　
　
逆
し
ま
に
銀
河

　
　
　
　
　
　
三
千
尺
　
　
　 

（
蕪
村
）

　
細
長
の
四
角
い
箱
か
ら
突
か
れ
て
出

て
く
る
と
こ
ろ
て
ん
を
「
銀
河
三
千
尺
」

と
は…

。
蕪
村
さ
ん
、
え
ら
い
も
の
に

見
立
て
た
も
の
で
あ
る
。

　
夏
の
味
覚
の
代
表
格
「
と
こ
ろ
て
ん
」。

漢
字
で
書
く
と
「
心
太
」
だ
が
、
ど
う

し
て
か
？
　
簡
単
に
言
う
と
、
心
太
は

当
て
字
で
「
こ
こ
ろ
ぶ
と
（
７
０
１
年

完
成
の
『
大
宝
律
令
』
に
す
で
に
明
記
）」

と
言
っ
て
い
た
も
の
が
「
こ
こ
ろ
て
い
」

「
こ
こ
ろ
て
ん
」
と
な
り
、
現
在
の
「
と

こ
ろ
て
ん
」
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

　
海
藻
の
天
草
（
て
ん
ぐ
さ
）
を
煮
た

汁
を
固
め
て
作
っ
た
と
こ
ろ
て
ん
は
、

カ
ロ
リ
ー
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
ダ
イ

エ
ッ
ト
食
と
し
て
用
い
ら
れ
る
ほ
か
、

整
腸
作
用
や
ガ
ン
予
防
に
効
果
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
い
ま
、
定
年
延
長
で
65
歳
ま
で
会
社

に
勤
め
て
い
た
団
塊
の
世
代
が
〝
と
こ

ろ
て
ん
式
〞
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
。

「
自
由
」「
人
生
こ
れ
か
ら
」
な
ど
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
見
立
て
が
で
き
な
い
も
の

だ
ろ
う
か
。

（ふじき・じゅんぺい＝本名・藤田順一）　フリーランスライター。1976年早

大理工学部卒業。ＮＨＫ『てんぷく笑芸場』の台本執筆勉強会に参加。日本テ

レビ『アメリカ横断・ウルトラクイズ』のクイズ作家として５年間番組に加わ

る。芝居・漫才の台本・コントなどを執筆するかたわら、ことわざや笑いを通

じての「人間探求」をテーマにした講演を行う。1993年から2007年まで㈱エフ

シージー総合研究所に勤務、労働組合などの広報誌紙向けに雑学系の原稿執筆

やパズル・クイズの作成を担当する。

藤 木 順 平
junpei fujiki

作者略歴

雑
談
・
雑
学
の
庭

と
こ
ろ
て
ん

　「労働保険（労災保険・雇用保険）」は、労働者の業務上又は通勤途上での負傷などと失業の場合に保険給付を
行うもので、労働者を使用する事業主は法律で加入が義務づけられています。
　まだ、加入手続をされていない事業主の方は、労働基準監督署又は公共職業安定所で加入の手続をしてください。
　詳しくは、最寄りの労働基準監督署又は公共職業安定所にお尋ねください。

労 働 保 険 適 用 促 進 強 化 期 間　11/1～11/30
『１人でも雇ったら、入ろう。労働保険』

栃木労働局総務部労働保険微収室 電話 028-634-9113

宇都宮法人会 新セミナー続々掲載
インターネットセミナーのご案内

無料公開

0701
9466

会員 ID：
パスワード：

宇都宮法人会 で検索いただけます検 索
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秋 季 講 演 会 テャリティゴルフ大会のご案内
＝心身障害者福祉施設に備品を寄贈＝

平成 25 年 10 月 25 日㈮
午前８時05分  第1組スタート［各スタート30分前集合］

日 時

宇都宮カンツリークラブ［宇都宮市上戸祭町3100  電話028-624-7221］場 所

１支部４名以上×18支部、青年部会参加人数

3,000円（内1,000円はチャリティ費、残りの2,000円は賞品、パーティ費）参加費

9,500円（乗用カート、キャディフィ、昼食、消費税込）プレー費

公益社団法人 宇都宮法人会　社会貢献活動

　
宇
都
宮
出
身
で
江
戸
時
代
の
儒
学
者
・

蒲
生
君
平
（
１
７
６
８
〜
１
８
１
３
年
）

が
、
今
年
で
没
後
２
０
０
年
と
な
る
の

に
合
わ
せ
、県
内
の
有
志
ら
15
人
が
「
蒲

生
君
平
没
後
２
０
０
年
祭
記
念
実
行
委

員
会
（
日
野
原
正
委
員
長
）」
の
記
念

講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
企
画
展
を
、

11
月
に
宇
都
宮
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

な
ど
で
開
催
す
る
。

　
学
問
で
身
を
立
て
る
こ
と
を
志
し
、

成
人
し
て
山
陵
（
天
皇
陵
）
の
現
地
調

査
を
行
い
、
修
補
の
必
要
性
を
説
い
た

著
書
「
山
陵
志
」
で
は
、「
前
方
後
円
墳
」

の
名
を
世
に
広
め
、
考
古
学
者
の
礎
を
築

い
た
。

　
考
古
学
者
の
先
駆
者
と
し
て
も
知
ら
れ

る
郷
土
の
偉
人
を
、
後
世
に
伝
え
続
け
る

活
動
を
す
す
め
る
な
ど
「
宇
都
宮
市
が
生

ん
だ
偉
人
を
思
い
起
こ
す
良
い
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
」
と
、（
文
学
博
士
）
阿
部
邦

夫
委
員
が
語
る
。

　
私
も
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
関

わ
っ
て
い
る
。

マ
ロ
ニ
エ
支
部
社
会
貢
献
委
員
　

橋
本
　
文
夫

私
た
ち
が
伝
え
た
い
蒲
生
君
平
の
偉
業

月

日

行

　
　
　事

会

　
　場

宇
都
宮
法
人
会

　

今
後
の
事
業
予
定
（
主
な
も
の
）

会
員
の
声

平成 25 年 11 月 13 日㈬　
午後２時～３時30分（受付１時30分）

栃木県総合文化センター 
メインホール

「みんなちがって、みんないい」

宇都宮市本町1-8　電話028-643-1010

日 時

演 題
作家・東京都教育委員

乙武  洋匡氏
講 師

場 所

宮MIYABITO

びと広報誌「
」有料広告

広告の申込・お問い合わせは

公益社団法人 宇都宮法人会

A４版 全面 10万円、1/2 段 ５万円、
　　　１段３万円

A４版 １段２万円、１段 1/2 １万円

028-648-9466
028-648-9468

４月、７月、
10月、１月 発行

TEL
FAX

掲載の
ご案内

裏表紙（カラー）

中面（カラー）

年
４
回

公益社団法人 宇都宮法人会

SOLD OUT
定員になったため締切ました。

10
月

11
月

12
月

３
日

８
日

21
日

25
日

28
日

　２
日

３
日

６
日

７
日

８
日

13
日

19
日

20
日

20
日

10
日

全
法
連
全
国
大
会

　
　
　「青
森
大
会
」

新
設
法
人
説
明
会

人
材
育
成
研
修
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

北
ブ
ロ
ッ
ク
一
日
研
修
会

宇
都
宮
商
業
祭（
宮
の
市
）

ブ
ー
ス
出
店

決
算
期
別
法
人
説
明
会

〃

法
人
会
全
国
青
年
の
集
い

広
島
大
会

秋
季
講
演
会

中
ブ
ロ
ッ
ク
一
日
研
修
会

女
性
部
会
税
金
ク
イ
ズ

東
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
研
修
会

東
ブ
ロ
ッ
ク
一
日
研
修
会

青
森
市

法
人
会
会
館

法
人
会
会
館

宇
都
宮
C
C

福
島

バ
ン
バ
通
り

二
荒
山
会
館

ベ
ル
ヴ
ィ
宇
都
宮

広
島
市

栃
木
県

　総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

東
京

宇
都
宮
文
星
女
子
高

ベ
ル
ヴ
ィ
宇
都
宮

東
京

蒲　生　君　平
が 　   も う 　  く ん 　  ぺ い
儒学者

（１７６８～１８１３年）




